
ICTを用いた授業実践
と評価について
令和６年度授業力向上推進プロジェクト



ねらい

•思考・判断・表現を図る授業の構築を簡素化する。

•主体性を図るための生徒の考察をFormsを用いル
事で、評価時に一覧で確認が可能にする。

•ルーブリックの評価表を重ねて使用することで、
評価の透明性を上げ、業務の効率化を図る。



授業実践内容

科目：デザイン材料

対象クラス：産業デザイン工学科３年生

単元名：第３節 その他の有機材料

使用教材：タブレット，MetaMoji，Microsoft 
Froms



授業実践内容

本時の位置：

第３ 皮革（５／５回目）

３．加工とデザイン

本時の目標：

皮革の特性を理解し、特性を活かしたデザイン提
示ができる。



授業実践内容

•授業の構成

導入：・MetaMojiの立ち上げ

・皮革特性の共有（前回の復習）

皮の柔らかさ・耐久性

カーフ・ステア・ブル

等の分類の違い



授業実践内容

• 授業の構成

展開：

①MetaMojiに種類と特性を付箋で書き出す。

②特性を元に、皮革製品のデザイン案を考案する。

※この際、実現性には着目せず、皮革である必然性、皮革の特

性を生かしたデザインであることを指示する。

（使用対象に関しては生徒は常に検討をしているため、今回は

あえて指示をしない。）
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授業実践内容

• 授業の構成

まとめ：

授業アンケートで、本時

の目標の達成度と、デザイ

ナーとして今後求められる

倫理観を持った材料使用に

ついてを考察する。
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授業実践内容

• 授業の構成での工夫

特性などを教える際はPowerPointを用いた講義形式を採用し、

授業の終結段階でMetaMojiを用いて実践でデザイン案を作成す

ることで、製品の特性と用途を考えた材料選定ができるように計

画する。



評価方法

• ルーブリック評価を実施。



成果

• 授業の振り返り

①MetaMojiの付箋を用いた確認で、生徒の現状の理解度、知識

の遅れをリアルタイムで確認することができた。【教員】

②全体で同一内容を共有し、振り返りを行うことができたため、

忘れていた生徒も周囲の意見で思い出すことができた。【生徒】

• 評価の方法

①Formsへの入力のため、生徒の書き込みがスムーズであった。【生徒】

②一覧で評価できるため、比較しながら評価することもできた。【教員】



今後の課題

現実的なデザイン案の作成まで着手する

• 実社会におけるデザインの要求、デザイナーに求められている
能力を分析し、実現する能力を身につけることができる。

• デザインした者をプレゼンする能力を身につける。
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